
共
同
研
究
の
概
要
と
経
過

（
1
）
共
同
研
究
の
概
要

　
本
書

お
よ
び
第
一
三
五
集
は
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
（
以
下
、
歴
博
）
が
二
〇

〇

二
年
度
か
ら
〇
四
年
度
に
か
け
て
、
館
外
に
研
究
代
表
者
を
公
募
し
て
お
こ
な
っ

た
、
公
募
型
共
同
研
究
「
律
令
国
家
転
換
期
の
王
権
と
都
市
」
（
研
究
代
表
者
山
中
章
・

三
重

大
学
）
の
成
果
報
告
書
で
あ
る
。
歴
博
で
は
、
我
が
国
の
歴
史
と
文
化
を
解
明

す
る
た
め
、
開
館
以
来
、
歴
史
・
民
俗
・
考
古
お
よ
び
隣
接
諸
科
学
の
研
究
者
と
の

協
議
に
よ
り
多
く
の
研
究
を
推
進
し
て
き
た
。
そ
の
な
か
で
、
公
募
型
共
同
研
究
は
、

研
究
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
広
く
研
究
課
題
と
研
究
代
表
者
を
募
集
し
、
審
査
の
う

え
で
館
蔵
資
料
や
施
設
を
開
放
し
、
研
究
費
を
歴
博
が
負
担
し
て
館
員
と
共
同
で
三

年
間
の
研
究
を
お
こ
な
う
形
式
の
研
究
で
あ
る
。
研
究
課
題
と
し
て
は
「
地
域
蘭
学
」

に
続
く
、
第
二
弾
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
。

　
本
共

同
研
究
で
は
、
律
令
国
家
転
換
点
と
な
っ
た
八
世
紀
末
か
ら
九
世
紀
初
め
の

光
仁
、
桓
武
、
平
城
、
嵯
峨
、
淳
和
の
五
王
朝
の
時
期
を
研
究
対
象
と
し
て
、
律
令

国
家
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
っ
た
の
か
を
、
王
権
と
都
市
に
焦
点
を
当
て
て
研

究
し
た
。

　
当
該
期
の
研
究
は
、
文
献
史
学
と
考
古
学
の
協
業
に
よ
っ
て
こ
れ
ま
で
に
も
多
く

の
成

果
を
あ
げ
て
き
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
の
研
究
者
が
お
互
い
の
分
野
に
踏

み
込
み

や

す
く
す
る
よ
う
基
礎
デ
ー
タ
を
整
理
し
て
お
く
こ
と
は
、
今
後
の
研
究
に

大
い

に
寄
与
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
①
文
献
史
料
集
、
②
古
代
宮
都

条
坊
町
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
作
成
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
文
献
史
料
集
と
し
て
は
、
当
該
期
の
文
献
史
料
を
網
羅
的
に
収
集
し
、
「
弘
仁
格
」

の

復

元
、
編
年
的
に
集
成
し
た
「
平
安
初
期
単
行
法
令
集
」
を
作
成
し
た
。
そ
れ
ら

は
『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
第
一
三
五
集
と
し
て
刊
行
す
る
。

　
古
代
宮
都
条
坊
町
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
、
平
城
京
、
長
岡
京
、
平
安
京
（
前
期
）
の

発
掘
調
査
情
報
を
収
集
し
、
町
単
位
に
遺
構
・
遺
物
デ
ー
タ
を
示
し
て
、
検
索
や
各

京
の
比
較
な
ど
が
容
易
に
で
き
る
よ
う
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
、
情
報
量
が

当
初
の
予
想
を
大
き
く
上
回
り
、
現
在
も
整
理
作
業
中
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
研
究

報
告
に
は
盛
り
込
め
な
か
っ
た
が
、
下
記
の
展
示
に
反
映
さ
せ
た
い
。

　
研
究
終
了
後
は
、
二
〇
〇
七
年
秋
の
企
画
展
示
「
長
岡
京
遷
都
ー
桓
武
と
激
動
の

時
代
」
を
開
催
し
、
研
究
成
果
の
公
開
を
予
定
し
て
い
る
。
本
研
究
の
成
果
は
必
ず

し
も
十
分
な
も
の
と
は
言
い
が
た
い
が
、
今
後
の
研
究
の
叩
き
台
に
な
れ
ば
と
考
え

て

い
る
。

　
末
筆
な
が
ら
、
①
、
②
に
関
す
る
カ
ー
ド
取
り
や
編
集
な
ど
に
参
加
し
て
い
た
だ

い

た
多
く
の
大
学
院
生
の
方
々
に
も
お
礼
申
し
上
げ
た
い
。

（
2
）
共
同
研
究
の
経
過

北北榎梅網↑
村　野村　本　　　）

研
究
組
織

（◎
は
研
究
代
表
者
、
○
は
管
理
進
行
者
）

　
伸
也
　
（
財
）
京
都
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
所

　
康
広
　
（
財
）
向
日
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

　
寛
之
　
斎
宮
歴
史
博
物
館

　
博
司
　
東
北
芸
術
工
科
大
学
芸
術
学
部

　
優
季
　
青
山
学
院
大
学
文
学
部
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清
水
　
み
き

鈴
木
　
拓
也

高
橋
美
久
二

　
中
島

　
西
本

　
三
上

　
山
田

　
吉
川

◎
山
中

○
仁
藤

○
村
木

二敦章真邦喜昌信
郎史　司和孝弘親

文
学
博
士

近
畿
大
学
文
学
部

滋
賀
県
立
大
学
人
間
文
化
学
部

（財
）
向
日
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

関
西
大
学
文
学
部

山
形
大
学
人
文
学
部

花
園
大
学
文
学
部

京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
客
員
教
員
（
三
重
大
学
人
文
学
部
）

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
部

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
部

（
2
）
研
究
経
過

第
一
回
研
究
会

第
二
回
研
究
会

（※
は
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
）

二
〇

〇

二
年
六
月
九
日
　
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

山
中
　
章
「
考
古
学
か
ら
み
た
律
令
国
家
転
換
期
研
究
の
現
状

　
　
　
　
　
と
課
題
」

仁
藤
敦
史
「
文
献
史
学
か
ら
み
た
律
令
国
家
転
換
期
研
究
の
現

　
　
　
　
　
状
と
課
題
」

二
〇
〇
二
年
九
月
一
三
日
　
　
（
財
）
向
日
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
ー

　
　
　
　
　

九

月
一
四
日
　
花
園
大
学
考
古
学
研
究
室

長
岡
京
現
地
見
学
（
説
明
　
國
下
多
美
樹
氏
（
（
財
）
向
日
市
埋

蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
）
）

　

長
岡
京
跡
左
京
第
四
七
三
次
発
掘
調
査
現
場
、
物
集
女
車
塚

　

古
墳
、
伝
淳
和
天
皇
陵
、
物
集
女
城
跡
第
八
次
発
掘
調
査
現

　

場
、
伝
高
野
新
笠
陵
、
向
日
神
社
、
願
徳
寺
、
伝
藤
原
乙
牟

　

漏
陵
、
長
岡
宮
大
極
殿
跡
　
等

　
　
　
　
　
　
　
網
　
伸
也
「
古
代
都
城
の
条
坊
と
市
」

　
　
　
　
　
　
　
梅
本
康
広
「
長
岡
京
「
北
苑
」
に
つ
い
て
」

　
　
　
　
　
　
　
清
水
み
き
「
長
岡
京
東
院
・
春
宮
坊
出
土
木
簡
」

　
　
　
　
　
　
　
山
田
邦
和
「
「
前
期
平
安
京
」
の
復
元
」

第
三
回
研
究
会
　
二
〇
〇
三
年
一
月
一
二
日
　
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

　
　
　
　
　
　
　
吉
川
真
司
「
朝
儀
宝
瞳
再
論
」
「
仏
堂
と
し
て
の
大
極
殿
」

　
　
　
　
　
　
　
西
本
昌
弘
「
平
安
京
の
早
良
親
王
閑
室
」

第
四
回
研
究
会
　
二
〇
〇
三
年
六
月
八
日
　
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

　
　
　
　
　
　
　
北
野
博
司
「
転
換
期
の
窯
業
」

　
　
　
　
　
　
　
村
木
二
郎
コ
房
総
地
域
に
お
け
る
8
・
9
世
紀
の
仏
教
寺
院
」

第
五
回
研
究
会
　
二
〇
〇
三
年
一
〇
月
一
九
日
　
山
形
県
立
う
き
た
む
風
土
記
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丘
考
古
資
料
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
月
二
〇
日
　
遺
跡
見
学

　
　
　
　
　
　
　
北
村
優
季

「長
岡
・
平
安
の
地
理
的
環
境
－
首
都
の
立
地
ー
」

　
　
　
　
　
　
　
三

上
喜
孝
「
律
令
国
家
転
換
期
の
辺
要
国
（
1
）
ー
辺
要
国
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
天
王
法
ー
」

　
　
　
　
　
　
※

村
木
志
伸
（
東
北
芸
術
工
科
大
学
芸
術
学
部
）
「
出
羽
南
半
に
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

け
る
古
代
遺
跡
の
様
相
ー
官
衙
関
連
遺
跡
を
中
心

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
ー
」

　
　
　
　
　
　
　

文
字
資
料
出
土
遺
跡
現
地
見
学

　
　
　
　
　
　
　
　

川
前
2
遺
跡
、
梅
ノ
木
前
遺
跡
　
等

第
六
回
研
究
会
　
二
〇
〇
三
年
一
二
月
二
一
日
　
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

　
　
　
　
　
　
※

堀
　
　
裕
（
樟
蔭
女
子
大
学
学
芸
学
部
）
「
桓
武
天
皇
と
国
忌
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

皇
統
意
識
と
王
権
意
識
1
」

　
　
　
　
　
　
　

山
中
　
章
「
古
代
王
権
と
宮
都
の
東
・
北
ー
東
宮
機
構
と
禁
苑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
形
成
過
程
か
ら
み
た
王
権
の
成
長
過
程
ー
」

　
　
　
　
　
　
　
仁
藤
敦
史
「
桓
武
の
皇
統
意
識
と
氏
の
再
編
」
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第
七
回
研
究
会
　
二
〇
〇
四
年
六
月
二
七
・
二
入
日
　
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

　
　
　
　
　
　
※

妹
尾
達
彦
（
中
央
大
学
文
学
部
）
「
八
・
九
世
紀
の
転
換
期
に
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

け
る
都
市
と
王
権
ー
中
国
大
陸
の
事
例
－
」

　
　
　
　
　
　
　
中
島
信
親
「
奈
良
時
代
末
か
ら
平
安
時
代
の
瓦
生
産
に
つ
い
て
」

　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
拓
也
「
律
令
国
家
転
換
期
の
王
権
と
隼
人
」

　
　
　
　
　
　
　
榎
村
寛
之
「
井
上
内
親
王
を
基
軸
に
見
る
斎
王
と
王
権
」

第
八
回
研
究
会
　
二
〇
〇
四
年
九
月
二
四
日
　
遺
跡
見
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九

月
二
五
日
　
太
宰
府
市
ふ
れ
あ
い
館

　
　
　
　
　
　
　
鴻
膿
館
跡
現
地
見
学
（
説
明
　
大
庭
康
時
・
折
尾
学
氏
（
福
岡

　
　
　
　
　
　
　
市
教
育
委
員
会
）
）

　
　
　
　
　
　
　
大
宰
府
跡
現
地
見
学
（
説
明
　
山
村
信
榮
（
太
宰
府
市
教
育
委

　
　
　
　
　
　
　
員
会
）
）

　
　
　
　
　
　
　
　
大
宰
府
条
坊
跡
発
掘
調
査
現
場
、
水
城
西
門
跡
付
近
発
掘
調

　
　
　
　
　
　
　
　
査
現
場

　
　
　
　
　
　
※

石
木
秀
啓
（
大
野
城
市
教
育
委
員
会
）
「
九
州
地
域
古
代
須
恵
器

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

窯
の
変
遷
に
つ
い
て
」

　
　
　
　
　
　
※

山
村
信
榮
（
太
宰
府
市
教
育
委
員
会
）
「
九
世
紀
の
大
宰
府
管
内
」

　
　
　
　
　
　
　
清
水
み

き
「
光
仁
朝
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
」

第
九
回
研
究
会
　
二
〇
〇
四
年
一
二
月
一
二
日
　
斎
宮
歴
史
博
物
館

　
　
　
　
　
　
※

竹
内
英
昭
（
斎
宮
歴
史
博
物
館
）
「
斎
宮
跡
調
査
の
最
新
成
果
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ら
見
た
光
仁
・
桓
武
朝
の
斎
宮
」

　
　
　
　
　
　
　
山
中
　
章
「
桓
武
朝
の
伊
勢
国
ー
布
施
内
親
王
継
承
多
気
郡
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

領
に
つ
い
て
ー
」

第
十
回
研
究
会
　
二
〇
〇
五
年
一
月
二
九
・
三
〇
日
　
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

　
　
　
　
　
　
　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
律
令
国
家
転
換
期
の
王
権
と
都
市
」

　
　
　
　
　
　
　
　
都
市
・
遷
都
論
　
司
会
　
西
本
昌
弘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
村
優
季
「
長
岡
・
平
安
京
の
地
理
的
環
境
ー
首
都
の
立

　
　
　
　
　

地
論
ー
」

　
山
田
邦
和
「
前
期
平
安
京
と
そ
の
周
辺
」

儀
礼
論
　
司
会
‥
仁
藤
敦
史

　
西
本
昌
弘
「
早
良
親
王
閑
室
・
宝
瞳
遺
構
・
外
記
制
・
桓

　
　
　
　
　

武
天
皇
陵
」

　
吉
川
真
司
「
大
極
殿
儀
式
と
時
期
区
分
論
」

王
朝
交
替
論
　
司
会
　
北
村
優
季

　
榎
村
寛
之

「井
上
内
親
王
を
基
軸
に
見
る
斎
王
と
王
権
」

　
仁
藤
敦
史
「
桓
武
の
皇
統
意
識
と
氏
の
再
編
」

窯
業
論
　
司
会
‥
村
木
二
郎

　
北
野
博
司
「
律
令
国
家
転
換
期
の
窯
業
」

　
中
島
信
親
「
奈
良
時
代
末
期
か
ら
平
安
時
代
の
瓦
生
産
」

地
方
論
　
司
会
‥
山
田
邦
和

　
村
木
二
郎
「
房
総
に
お
け
る
八
・
九
世
紀
の
仏
教
」

　
山
中
章
「
地
方
の
転
換
点
」

総
合
討
論
　
司
会
　
山
中
　
章
・
仁
藤
敦
史

（山
中
章
・
仁
藤
敦
史
）
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